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まつりはいくつになつても楽し

いものです。

風鎮祭 (8月 17日 ・ 18日 )
には多くの人たちが夏の夜の楽し

いひとときを求めて、花火や向上

会の若者が演じる「にわか」等を

見物に市街地に繰り出しました。

6月 の梅雨空の中に行われている野の花に捧げるコンサー ト「はなしのぶコンサー ト」は、今年で

20周年を迎えました。人間と野の花を同じ目の高さで見るとともに同じ地球上に生きる仲間という
意識を持って実施されているこのコンサー トは、自然保護思想普及に果たしている役割は大 きいもの

があります。

今年 20周年を迎えたこのコンサー トを記念し、 7月 30日 に熊本市産業文化会館で記念講演及び
コンサー トが行われました。記念講演は 「希少野生動植物の保護と意義」と題し、内野明徳熊本大学

教授が講演、記念コンサー トでは、組曲 「はなしのぶ」を尚綱中学・高校マンドリンクラブが演奏、

また、 「阿蘇の野の花」歌詞募集特選歌歌曲集全 16曲 (昭和 60年 よりはなしのぶコンサー トにあ
わせて募集)を披露 し、およそ 1,500人 の聴衆を魅了しました。
熊本県とはなしのぶコンサー ト実行委員会 (今江正知委員長)が主催。

■発行/高森町役場 ■編集/企画観光課 〒869-1602熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地 1｀ EL 09676-2-1111「AX 09676-2-1174

.C,農
.蔦我 森林資源保護・自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています。

1.水と緑と上のにおい、いつぱいの住みよい町にします。

2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。

3.老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町1こ します。

4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。

5,スボーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。

ド亜Ⅱ□困回璽匡麗亜財
野の花と嵐薫る郷から■ 2000年 9月 5日発1行
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風 鎮 祭

ふ
れ
あ
い
と
憩
い
の
場

（ま
つ
り
）

夏
は
祭
り
の
季
節
。
本
町
で
も
各
地
で
た
く
さ
ん
夏
祭
り
が
開
か
れ

ま
し
た
。
こ
れ
も
ま
ち
の
素
晴
ら
し
い
伝
統
と
伝
承
を
永
く
伝
え
、
ま

た
交
流
と
娯
楽
と
し
て
の
楽
し
み
の
役
割
も
担

っ
て
い
る
町
の
大
切
な

文
化
で
す
。

ま
ち
の
各
地
に
は
年
間
を
通
じ
神
社
な
ど
の
祭
り
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
そ
の

一
つ
ひ
と
つ
に

「か
た
ち
」
と

「
い
わ
れ
」
に
違
い
が

あ
る
こ
と
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
し
、
そ
れ
を
残
し
て
い
く
こ
と
は

大
変
な
こ
と
で
す
。
新
し
い
祭
り
も
伝
統
の
祭
り
に
も
盛
り
上
げ
よ
う

と

一
生
懸
命
に
裏
方
で
頑
張

っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。

今年 も8月 17日 ・ 18日 、台風 シーズンを前に
風の害から農作物を守 り、豊作を祈願する風鎮祭が

盛大に開催されました。この祭 りは別名 「山引き」

とも呼ばれる祭 りで、宝暦 2年 (1752年 )に 始 ま
ったと講われています。

今年も「祭りの牽引車」の五町の向上会による 「目

さまし」で祭 りの幕を開け、にわかや子ども手踊 り、

800人 参加の総踊り、 1000発 の花火と3発の
尺玉で肝を抜かれた花火大会等々に訪れた大勢の人

たちは大満足でした。

恒例の自衛隊「八特太鼓」

見事なリズムとバチさばきに観衆を満足。進行は本町出身の荒牧愛さん

「風鎮太鼓」

毎週木曜日の稽古で素晴らしいものなりました、子ども太鼓

「風鎮太鼓」
新しい法被での出演にますます乗つてきました。

法
律
相
談
（無
料
）

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

■
と
　
き
　
九
月
二
十
日

（上
）

午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

県
の
委
嘱
を
受
け
た
専
門
の
相

談
員
が
生
活
や
悩
み
ご
と
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
相
談

に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

■
と
　
き
　
九
月
二
十

一
日

（本
）

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ

高
森
町
芙
蓉
館

年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま

す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と

き
　
九
月
二
十
二
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

農
業
者
年
金
に
関
す
る
農
地
な

ど
の
処
分
、
融
資
事
業
、
離
農
給

付
金
支
給
事
業
な
ど
の
説
明
や
様
々

な
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
こ
の

機
会

に
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
九
月
二
十
六
日

（火
）

午
後

一
時
半
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

心
配
ご
と
相
談

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心

配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

地
元
民
生
児
童
委
員
の
心
配
ご

と
相
談
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

草
部
地
区

■
と
　
き
　
九
月
二
十
二
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
役
場
草
部
出
張
所

野
尻
地
区

■
と
　
き
　
九
月
二
十
九
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
役
場
野
尻
出
張
所

高
森

・
色
見
地
区

■
と
　
き
　
十
月
三
日

（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
昔同
森
町
芙
蓉
館

蜀〃％
編
集
後
記

測
　
　
　
　
′́
″

９
　

子
ど
も
た
ち
の
夏
体
み
も
終
わ
り

椰
ｏ９

「や
っ
と
落
ち
着
い
た
。
で
も
さ
び
し

浙

・。

い
。
」
と
い
う
家
庭
も
多
い
か
と
思
い

診
療
は
午
前
９
時
か
ら午
後
５
時
ま
で

９
月
‐０
日
　
藤

本

医

院

Ｂ
⑦

‐
Ｏ
０
２
０

９
月
‐５
日
　
平

田

医

院

ａ
②

‐
０
２
１
６

９
月
‐７
日
　
馬
原
内
科
医
院

８
②

‐
０
６
４
６

９
月
２３
日
　
立

野

病

院

Ｂ
③

‐
０
１
１
１

９
月
２４
日
　
中

村

医

院

８
⑦

‐
２
３
３
３

１０
月
１
日
　
立

野

病

院

８
③

‐
０
１
１
１

１。
月
８
日
　
寺

崎

医

院

８
②

‐
０
３
７
８

１０
月
９
日
　
南
郷
谷
整
形
外
科

富
②

‐
３
３
５
１

１。
月
‐５
日
　
渡

辺

内

科

Ｂ
⑦

‐
１
７
７
７

母
子
家
庭
相
談

　
　
　
農
業
者
年
金
説
明
会
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し
ま
す

すま

に
思
え

縫

れ
た
り
、

更

ス

変

ビ

す
。
自
動
車
学
校
で
は
十
分
習

りがあ

と
何

る

お確かめ

場合

い
る

の
だ

な

た
び
ヒ
ヤ
ッ
と
す
る
こ
と
が
あ

に

で

き
て
い
る
は
ず
で
す
が

八
月
の
二
十
日
と
二
十
七
日

嚇

水
ト
ン
ネ
ル
公
園
で
や
ま
め
の

よ都合に

中央ステージでは3つのバンド演奏や民謡の共演などがありました。43

ま
す
。疲
れ
が
ど
っ
と
出
る
こ
の
時

夏
バ
テ
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

7９６
　

近
頃
、
車
を
運
転
し
て
い
て
思

０

こ
と
は
、
ウ
イ

ン
カ
ー
の
指
一不
が

電 話くンサーテ

み
取
り
大
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
ル
ー
ル
無
視
の
大
人
た
ち

も
多
く
見
か
け
ま
し
た
。
多
く
の
ヤ

マ
メ
を
つ
か
も
う
と
い
う
気
持
ち
は

分
か
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
大
会
で
は
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
重
要
な
教
育
の
場

で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
も
ら
っ
て
は

困
る
の
で
す
。
小
学
生

番
と

い
う

の
に
隅
で

か
ん
で

の
案
内

い
る
大
人

を

受
け
る
親
、

育

の
場

が

台

無

し

で

社
会
生
活
を

最
も
重

要
な
も
の
は
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　
　
田
浩

総踊りには日本エジプト協会からシヤミールさんも参加

常
に
遅

期

、

つヽ
ヨ
ブ

カつヽ

更
さ
た
り
い
て

た

び

り
ま
つ
て

に
湧
つ
か

各チーム揃いのハッピーでの800人総踊リ

(2)

風鎮祭の大 トリは「にわかコンクール」 人気の子ども手踊り

(19)今度の温泉館休館日 9月 20日  10月 18日 毎月第3水曜日は休館日です。その日が祝祭日の

場合は開館して次の日が休館日となります。

DD曜たのおくやみ
2000.7月 受付分   敬称略

赤ちゃん
たんじょう

鎌尾 友梨ちゃん
(下町) 6.21生

古澤 裕郁ちゃん
(栃原) 6.30生

(

すえながく
お幸せに
中 田  力   大 津 町
(甲斐)里奈   津留・上町

女

　

　

男

涸
7.7

おくやみ
もうしあげます
住 所 御 遺 族 続柄 死 亡 者 年齢

夫 勝本 昭
夫 内山 藤
井  キ

祖母 二子石ウメ

子 三森 一
聖

幸

ミナ

人口の動き

(7月 末日現在 )

世帯数  2,598(- 7)
男   3,762(-6)
女   4,030(-12)
総  数  7,792(-18)

■町社会福祉協議会ヘ

〈香典返し〉友重正子 藤原ナツ子
三森一男 住吉英代 相馬リツ子
(一般寄付〉戸高秋男 村上俊子

■広報送料寄付

松本きみ代  (大阪市住之江区)
青木 洋一  (東京都小平市)
二子石兼二  (東京都町田市)

輻
ミ

ツ

苑

喜

男

代

ミ

子

吉

キ

ミ

　

敬

一
英

フ

ッ

政

ア

　

香

石

　

　

ヒ

リ

本

山

　

子

森

吉

田

馬

崎

勝

内

梅

二

三

住

武

相

田

村

山

山

宿

山

　

町

野

Ⅶ

の
　

森

　
　
＝

大
村
村
峰
村
　
横
冬
灘

母

姉

夫

妻

９

５

１

３

６

２

４

６

３

６

９

９

９

　

６

７

８

７

信

春

ク

ョ
美

子

子

猛

子

吉

田
馬

崎

住

武

相

田

暮 竜 の 灯
りがとうございました (敬称略

お知らせの|べ,■|ジ‐

な2-01

‐′り` 」|||1世|1翻 :‐‐W5瘍
|.・        ||    ・■‐

肇
・弄

.″ .コ
●́■′
●ⅢⅢ_

翼 1:1111:::「

・唸

父 宗 慶
母 留美子
父 貴 巳
母 利1 江



こ
の
作
品
は
駅
前
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
風
鎮

祭
の
造
り
物
は
材
料
を
加
工
、
着
色
し
て
は
な
ら
ず
、

解
体
し
た
と
き
に
元
の
と
お
り
に
使
え
る
こ
と
が
条

件
で
す
。
今
年
は
十
六
基
の
力
作
が
町
内
各
地
に
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

，ぬ蓄

あ
な
た
の
身
近
な
や
さ
し
い

ま
ち
，
ぐ
‐り‐
　
●
　
●
　
一

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
は
、
互
い

に
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
誰
に
と

っ
て
も
や
さ
し
い
、
住
み
や
す
い
ま

ち
を
目
指
す
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
の

ま
わ
り
に
も
、
さ
さ
や
か
な
心
が
け

次
第
で
、
た
く
さ
ん
の
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。

歩
道
で
見
か
け
る
凹
凸
の
あ
る
黄

色
い
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
視
覚
障
害
者
の

方
が
安
全
に
歩
け
る
よ
う
に
設
置
さ

れ
た
物
で
、
そ
の
上
に
放
置
自
転
車

や
荷
物
を
置
け
ば
、
歩
行
の
妨
げ
に

な
り
非
常
に
危
険
で
す
。
ま
た
、
車

い
す
マ
ー
ク
の
つ
い
た
駐
車
場
は
、

建
物
入
回
の
近
く
で
車
い
す
の
乗
り

降
り
が
し
や
す
い
よ
う
大
き
め
の
ス

ペ
ー
ス
が
と
っ
て
あ
る
な
ど
、
身
体

障
害
者
が
使
い
や
す
い
よ
う
に
整
備

さ
れ
た
も
の
で
す
の
で
障
害
の
あ
る

方
が
利
用
で
き
る
よ
う
空
け
て
お
く

な
ど
の
配
慮
が
必
要
で
す
。

街
で
困
っ
て
い
る
人
を
見
か
け
た

ら
声
を
か
け
る
こ
と
、
簡
単
な
こ
と

で
す
が
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
思
い
や
り

の
心
か
ら
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
は

は
じ
ま
り
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
健
康
福
祉
政
策
課

ＴＥＬ
０
９
６

・
３
８
１

・
１
１
１
１

⌒内
線
７
０
２
４
）

第
聾
町

熊
‐本
県
勤
労
者

・

一美
術
展
開
催
の
お
知
‐‐ら‐‐‐せ

勤
労
者
及
び
そ
の
家
族
が
創
作
し

た
作
品
を
展
示
公
開
し
、美
術
を
通
し

て
勤
労
者
の
余
暇
活
動
の
充
実
を
図

り
生
き
が
い
と
ゆ
と
り
を
持

っ
た
生

活
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
催
し
ま
す
。

絵
画
（洋
画
・日
本
画
・版
画
・デ
ザ

イ
ン
）
、書
、
写
真
の
二
部
門
で
作
品
を

募
集
し
、優
秀
作
品
は
労
働
大
臣
賞
を

は
じ
め
と
す
る
各
賞
で
表
彰
し
ま
す
。

（第
４２
回
熊
本
県
芸
術
祭
参
加
行
事
）

◇
会
期
平
成
十
二
年
十

一
月
二
十

一
日

（火
）
～
十

一
月
二
十
六
日
（日
）

◇
会
場
　
熊
本
県
立
美
術
館
本
館

（入
場
無
料
）

◇
募
集
要
項

申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
十
月

十
六
日
（月
）
か
ら
二
十
七
日
（金
）

ま
で
に
県
労
働
雇
用
課
ま
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◇
出
品
資
格

県
内
に
在
勤
又
は
在
住
の
勤
労

者
及
び
そ
の
家
族

（小
、
中
、
高
校

在
学
の
生
徒
を
除
く
。
）
た
だ
し
、

専
門
の
指
導
者
は
除
き
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
労
働
雇
用
課

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

１

・
１

１

１

１

（内
線
５
２
２
５
）

く
ま
も
と
・や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
表
彰
募
集

熊
本
県
で
は
、
お
年
寄
り
や
障

害
の
あ
る
方
の
自
立
や
社
会
参
加

に
寄
与
す
る
取
り
組
み
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
自
薦

・
他
薦
は
問
い

ま
せ
ん
。

募
集
要
項
は
役
場
保
健
福
祉
課
に

あ
り
ま
す
。
優
良
な
事
例
に
つ
い

て
は
表
彰
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
募
集
締
切
　
九
月
三
十
日

（ｔ
）

当
日
消
印
有
効

.ょ

l

今年も見事でした。熊本県警音楽隊

全国で屈指のバンド フアイアーステイ トも登場

造り物コンクール

特賞 「風鎮に舞うワシ」 (旭通下組 )

先生も参加してのパフオーマンスは観客を楽しませました。(高森中ブラスバンド)

●   ●

●

り

●
募
集
対
象

①
平
成
七
年
四
月

一
日
以
降
に

建
築
改
修
な
ど
が
行
わ
れ
、
誰

に
で
も
利
用
し
や
す
い
よ
う
整

備
さ
れ
た
建
物

②
お
年
寄
り
や
障
害
者
の
社
会

参
加
を
支
援
す
る
な
ど
の
活
動
・

運
営

●
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
健
康
福
祉
政
策
課
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
班

■
０
９
６

・
３
８
３

・
１
１
１
１

（内
線
７
０
２
６
）

●

高
森
阿
蘇
神
社
夏
祭
り

（七
月
二
十
日
）

鍵
盤
龍
命
が
九
州
を
平
定
し
、
阿
蘇
の
地
を
風
雪
の
害
か
ら
防
ご

う
と
穀
菜
の
豊
穣
を
祈
願
し
た
の
が
始
ま
り
と
言
い
伝
え
ら
れ
る
祭

り
。
今
年
も

「御
唄
」
に
合
わ
せ
て
、
御
輿
や
御
神
馬
が
練
り
歩
き
、

御
興
に
家
内
安
全
や
健
康
を
祈
願
す
る
た
く
さ
ん
の
人
が
御
興
を
く

ぐ
り
、
勇
壮
な
飾
り
馬
の

「馬
飛
ば
せ
」
も
あ
り
ま
し
た
。

草
部
吉
見
神
牡
夏
祭
り

七^
月
二
十
一日
）

下
り
宮
で
有
名
な
同
神
社
は
神
武
天
皇
の
第

一
皇
日
子
八
井
の
命

が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
午
後
か
ら
大
小
二
基
の
御
輿
と
子
ど
も
御
興

が
階
段
を
登

っ
て

「浜
床
」
ま
で
行
列
、
今
年
も
山
村
留
学
生
の
樽

神
興
も
登
場
。
子
ど
も
御
輿
と
仲
良
く
ワ
ッ
シ
ョ
イ
ワ
ッ
シ
ョ
イ
と

元
気
に
階
段
を
上
り
ま
し
た
。
　
浜
床
で
は
同
神
社
の
神
楽
保
存
会

に
よ
る
神
楽
の
奉
納
も
あ
り
ま
し
た
。

言己

11月 10日 (金 )
10:00～  記念式典
11:30～  記念講演
16:00～  祝賀会

ステージ発表 )

11月 11「 |(上 )～ 12日 (日 )

記念文化祭 (展示・バザー

1111(土 )
13:00～  記念音楽祭

※記念事業

募金活動  目標額  1000万 円
各支部ごとに協力依頼中

1日  3,000円
2日以上の協力者に記念誌を贈呈

同窓会名簿 (予約受付中)本 年 11月 発刊予定
記念誌   平成 13年 2月 完成予定
詳しくは 高森高校 TEL09676-2-0185ま で

町
の
　
　
　
２
＝‥ノ

移
‐動
図
書

あメ
隕
ｍ

十
月
三
日

（大
）

草
部
出
張
所

　

１０
時
～
１０
時
半

旧
Ｊ
Ａ
草
北

　

Ｈ
時
～
Ｈ
時
半

野
尻
出
張
所

　

１３
時
～
１３
時
半

旧
Ｊ
Ａ
河
原

・

１４
時
～
１４
時
半

十
月
四
日

（水
）

旧
Ｊ
Ａ
色
見
支
所
１０
時
～
１０
時
半

色
見
郵
便
局
前

１０
時
半
～
Ｈ
時

横
町
Ａ
団
地

　

１３
時
～
１３
時
半

下
町
公
民
館

　

１３
時
半
～
１４
時

(3) 役場の支払日  9/18(月 )9/25(月 )10/5(木)  時間 10時から15時まで (18)

|お知らせのべ■ジ

_1く

●
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○

第 6
野尻川ヤマメ釣り大会

○

かなかつ

県
内
外
か
ら
釣
リ
フ
ァ
ン

百
二
十
名
が
集
合

七
月
三
十
日
の
日
曜
日
、
今
年

も
野
尻
川

（大
谷
川
上
流
）
で
ヤ

マ
メ
釣
り
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
野
尻
川
ヤ

マ
メ
の
里
育

成
会

（瀬
井
公
正
会
長
）
が
ヤ

マ

メ
の
稚
魚
放
流
な
ど
に
よ
り
、
野

尻
川
を
核
と
し
て
地
域

の
活
性
化

を
図
ろ
う
と

い
う
も
の
で
、
川

の

汚
染
防
止
と
美
化
整
備
に
も
心
が

け
、
魚
が
棲
み
や
す

い
環
境
作
り

に
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
と

い

う
釣
り
人
た
ち
な
ど
百
二
十
名
が
、

早
朝
か
ら
ヤ

マ
メ
の
大
物
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
表
彰
式
後

の
ヤ

マ
メ

の
つ
か
み
取
り
大
会
で
は
、
短
期

山
村
留
学
で
草
部
に
来
て
い
た
子

ど
も
た
ち
も
参
加
し
て
必
死
に
ヤ

マ
メ
を
追

い
、

つ
か
も
う
と
し
て

も

一
匹
も

つ
か
め
ず
残
念
が
る
子

も

い
ま
し
た
。

今
年
の
釣
り
大
会

の
結
果
は
、

接
戦
の
末
、
二
十
七
、
九

ｃｍ
の
ヤ

マ
メ
を
見
事

つ
り
上
げ
た
大
津
町

の
石
川
衛
明
さ
ん
が
大
物
賞
と
大

漁
賞

の
ダ
ブ
ル
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。

釣
り
大
会
結
果

（敬
称
略
）

■
大
物
賞

一
位
　
石
川
衛
明

（二
十
七
、
九

ｃｍ
）

二
位
　
瀬
井
美
知
夫

三
位
　
長
野
誠
二

■
大
漁
賞

一
位
　
石
川
衛
明

（二
三
五
Ｏ

ｇ
）

二
位
　
岩
永
　
磨

三
位
　
関
屋
卓
三

●   ●

●   ●

短
期
山
村
留
学

「く
さ
か
べ
森
の
学
校
」

七
月
二
十
九
日
か
ら
七
月
三
十

一
日
ま

で
の
二
泊
三
日
、
地
域
間

交
流
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
奥
阿
蘇
く
さ
か
べ
山
村
留
学
実

行
委
員
会

（田
中
生
義
委
員
長
）
の

夏
休
み
短
期
体
験
留
学
が
行
わ
れ

ま
し
た
ｃ

こ
れ
は
自
然
豊
か
な
高
森

の
地

で
、
子
ど
も
た
ち
が
、
都
市
と
農
村

の
交
流
を
通
し
て
、
健
全
な
精
神

を
育
む
と
共

に
、
ま
ち

の
活
性
化

に
も
寄
与
し
て
も
ら
お
う
と
実
施

し
て
い
ま
す
。

七
月
三
十
日
に
は
、
野
尻
の
「ひ

め
ゆ
り

の
里
朋
遊
館
」
で
行
わ
れ

た
ヤ

マ
メ
の
つ
か
み
取
り
大
会
に

地
元
の
子
ど
も
た
ち
と

い
つ
し
よ

に
参
加
。
大
会
終
了
後
は
、
つ
か
ん

だ
ヤ

マ
メ
の
塩
焼
き
と
バ
ー

ベ
キ

ュ
ー
で
里
親
た
ち
と

一
緒

の
昼
食

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
翌
日
の

草
部
吉
見
神
社
夏

の
大
祭

で
は
、

山
村
留
学
生
全
員
が
協
力
し

「山

村
留
学
樽
御
輿
」
を
奉
納
し
ま
し

た
ｃこ
の
短
期
体
験
留
学
に
は
熊
本

市
を
中
心
に
県
内
か
ら
の
十
七
名

の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
、
草
部
地

区
の
「里
親
」
宅
で
短

い
な
が
ら
も

実

の
あ
る
夏
の
「く
さ
か
べ
」
を
満

喫
し
、
た
く
さ
ん

の
思

い
出
を
作

っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
「ま
た
来
年

も
来
る
よ
。
」
の
お
別
れ
に
里
親
た

ち
は
早
く
も
来
年
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

（大
津
町
）

（高
森
町
）

（高
森
町
）

（大
津
町
）

（矢
部
町
）

（宮
崎
県
）

「燃
え
る
苦
き
ゃ
も
ん
」

「お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
」

「動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中

○

會
易
憂
ｙ
子

ｏ〔ｗ
”筍
）

全
国
各
地
か
ら
二
千
人
が
高
森
に
集
合

九
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
休
暇
村
南
阿
蘇
と
山
村
広
場
で
開
催
さ
れ

る
、
第
十
三
回
全
国
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会
に
は
、
全
国
各
都

道
府
県
か
ら
予
選
を
見
事
勝
ち
抜
い
て
き
た
選
手
と
大
会
運
営
役
員
な
ど

お
よ
そ
二
千
人
が
本
町
を
訪
れ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
で
親
睦
を
深
め

ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
代
表
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、

多
く
の
競
技
人
口
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
皆
さ

ん
も
は
じ
め
て
み
ら
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
！

熊本県中体運  バ ドミン トン競技大会

7月 26日 と27日 に高森中学校体育館で県中体
連バ ドミントン大会女子の部が開催されました。

バ ドミントン王国 といわれる本県の各地で予選を

勝ち抜いてきた 12チーム及てリミ24名 のシングルス
代表の女子中学生たちが熱戦を繰 り広げました。 こ

の大会のシングルスで優勝 した、吉村 (球磨中)選
手は全国大会でも見事優勝を遂げました。

し
ん
か
ら
好
き
　
紙
め
て
も
見
ら
す
土
づ
く
り

半
端
じ
ゃ
な
い
よ
　
親
が
捌
け
て
や
ん
な
は
い

ボ
ロ
の
出
て
　
直
う
ぐ
揚
げ
足
取
ら
れ
な
る

し
ん
か
ら
好
き
　
ア
ル
プ
ス
で
喜
寿
祝
う
げ
な

外
で
済
ま
せ
た
　
何
処
で
食
う
て
も

一
人
者
ン

し
ん
か
ら
好
き
　
飯
に
ゼ
ン
ザ
イ
か
け
ら
し
た

規
格
品
　
教
科
書
通
り
生
き
と
ら
す

し
ん
か
ら
好
き
　
骨
も
鱗
も
打
ち
喰
わ
す

何
か
変
　
こ
の
雰
囲
気
は
何
だ
ろ
う
か

半
端
じ
ゃ
な
い
よ
　
扇
子
が
蝶
に
見
ゆ
る
舞

し
ん
か
ら
好
き
　
パ
ジ
ャ
マ
ま
で
背
番
号
３

規
格
品
　
通
産
省
が
箔
つ
く
る

ボ
ロ
の
出
て
　
未
熟
さ
が
良

ェ
村
芝
居

卜
Ｌ
ｒ

　

　

　

　

　

　

　

　

■
Ｈ
′

ｄ
″
　
　
　
　
“「

蝉
し
ぐ
れ
梅
香
苑
の
句
碑
偲
ぶ

爪
先
に
染
む
思
い
出
や
鳳
仙
花

風
入
れ
て
野
の
花
供
え
夏
御
堂

疲
れ
身
を
癒
す
午
睡
で
蚊
の
唸
り

休
耕
田
色
と
り
ど
り
の
コ
ス
モ
ス
花

楽
し
げ
に
屈
託
な
げ
に
と
ん
ぼ
舞
う

帰
り
来
て
肌
に
さ
わ
や
か
阿
蘇
の
風

pOETRyPAGE

堀
田
　
蘇
仙

岡
本
　
琴
司

桐
原
　
白
酔

松
野
　
笑
声

田
上
黙
公
子

上
井
加
根
女

馬
原
　
馬
笑

佐
藤
　
重
信

佐
伯
　
文
雄

林
　
　
不
忘

渡
辺
　
雲
海

林
田
　

一
声

浦
塚
　
南
天

本
田
　
初
雄

本
田
　
訓
子

後
藤
　
法
龍

森
　
　
正
六

鶴
林
　
　
巧

阿
部
タ
ツ
エ

森
　
　
政
隆

７
‥ (4)

い
つ
∴
）

た
ち

敬
老
の
日
ぼ

ロ

魅
っ
て
く
れ
θ

お
じ
「
車

ん

ビ
・テ
イ
．レ
々
ノ′

ナ
ツ
も

'の
主
）せ
ん ら
れ

０

一

ヽ
´
´
け
ヽ

′f'

イ

イ

tll ll
し' し

'

すヽ

何
か

お
し`
し

~■
・・ヽ|

繭

・ /~ヽ

_ゝノ

よヽ。

（河
原
す
す
き
の
句
会
）

肥

後

狂

句

　

文

月

（阿
蘇
御
神
火
会
）

.●‐
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一
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．

減
軸
　
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

し

１

大
会
に
は
県
内
外
か
ら
小
学
校

男
子
四
十
五
、
女
子
二
十
八
、
中

学
校
男
子
三
十
九
、
女
子
十
八
の

各
団
体
と
個
人
参
加
を
含
め
約
八

百
名
の
選
手
が
熱
戦
を
繰
り
広
げＬ

Ｅ

・
・
　
“
■

ま
し
た
。

高
森
の
選
手
も
健
闘
し
、
団
体

の
中
学
男
子
の
部
で
は
八
回
の
優

勝
を
誇
る
西
山
中

（熊
本
市
）
を

決
勝
で
破
り
、
見
事
初
優
勝
を
遂

げ
ま
し
た
。
個
人
戦
で
は
中
学
校

男
子
の
部
で
木
村
允
哉
君
が
優
勝
、

池
勇
介
君
が
三
位
に
な
る
な
ど
健

闘
が
光
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
大
会

に
は
本
町
で

合
宿
中

の
園
田
女
子
大
学
剣
道
部

や
阿
蘇
高
校
剣
道
部
な
ど
の
若

い

審
判
員
等

の
協
力
で
、
大
会
は
ス

ム
ー
ズ
に
進
行
し
ま
し
た
。

大
会
結
果

（団
体
戦
優
勝
チ
ー
ム
の
み
掲
載
）

団
体
優
勝
チ
ー
ム

■
小
学
校
男
子
　
河
原
剣
道
ク
ラ
ブ

■
小
学
校
女
子
　
白
水
小
学
校

■
中
学
校
男
子
　
高
森
中
学
校
Ａ

■
中
学
校
女
子
　
阿
蘇
中
学
校

高
森
中
学
校
剣
道
部

各
大
会
で
健
闘

阿
蘇
郡
中
体
連

七
月
二
日

（日
）
一
の
宮
中
体
育
館

■
団
体
戦
　
▽
優
勝

（安
方
裕
二
・
木
村
允
哉

・
植
田
雄

貴

・
池
勇
介

・
木
津
京
三
）

■
個
人
戦
◆

一
年
生
男
子
　
▽
優
勝

山
田
悠
貴
　
▽
三
位
　
後
藤
源
喜

◆
二
年
生
男
子
　
▽
優
勝
　
本
津
京

〓
一　
▽
準
優
勝
　
植
田
雄
貴
　
◆
代

表
の
部
　
▽
優
勝
　
本
村
允
哉
　
▽

三
位
　
池
勇
介

熊
本
県
中
体
連

七
月
二
十
八
日

（金
）

・
二
十
九
日

（土
）
長
陽
体
育
館

■
団
体
戦
　
▽
三
位

（安
方
裕
二
・
木
村
允
哉

・
植
田
雄

貴

・
池
勇
介

・
木
津
京
三
）

名
水
旗
少
年
剣
道
錬
成
大
会

八
月
五
日

（上
）
自
水
中
体
育
館

■
団
体
戦
　
▽
準
優
勝

（池
勇
介

・
松
本
泰
紀

・
植
田
雄

貴

・
山
田
一
貴

・
木
津
京
三
）

鹿
本
招
魂
祭
少
年
剣
道
錬
成
大
会

八
月
十
三
日

（日
）
鹿
本
町
民
体
育

館■
団
体
戦
　
▽
優
勝

（松
本
泰
紀

・
山
室
智
博

・
植
田
雄

貴

・
住
吉
桂
志

・
木
津
京
三
）

第
十
七
回
少
年
剣
道
招
待
錬
成
大
会
開
催

八
月
二
十
日

（日
）
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
た
高
森
町
少

年
剣
道
招
待
錬
成
大
会

（後
藤
幸
充
会
長
）
が
、
今
年
も
高
森
中
学
校
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
や
学
校
・園
な
ど
の
楽
し
い
話
題
や
催
し
の
情
報
・報
告
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
（広
報
た
か
も
り
）

●

れ

コ

昨年は河原地区で 「おかえリフェスタ」、津留 。野尻地区で 「標高七百メートル納涼祭」が地元の有志等の努

力で盛大に新しいまつ りとして開催され、本年も昨年を上回る賑わいとなりました。

新たに今年も上色見の夏まつ りが開催されました。これは、 13名の上色見夏まつ り実行委員会 (楢本野繁英
委員長)が主催し、老人会や JA青年部、婦人部などが協力して実現できたものです。 8月 13日 に上色見小学
校の運動場におよそ250名 が集まり、子ども神楽や老人会の踊りの披露、また地元のマジシャン?に よるマジ
ックショーなど多彩な催しで夜遅くまで賑わいました。

「食べている場合じゃないよ」 総踊り 老人会もハッスル

夏体みの一夜、ナイターで

親子ソフトボールとグラウンドゴルフ

8月 23日 (水)の午後 6時から山村広場で、ナイターによ
る、町内の小学校対抗親子ソフ トボールと親子グラウンドゴ

ルフ大会が行われました。

大会では親 と子、また、他校 との交流がはかられ、運動不足

のお父さんやお母さんはボールを汗 まみれにな りなが ら追

っかけ、さわやかな気分で子 どもたちと楽しい夏休みの一夜

を過ごしました。

大 会 結 果
■ ソフ トボールの部   (優 勝の2校は9月 23日 に蘇陽町で行われ

る体力づくり阿蘇南部大会に出場します)

▼優勝  高森東小
▼優勝  色見小
■ グラウン ドゴル フの部 (上位3チームは9月 23日 に蘇陽町で行わ

れる体力づくり阿蘇南部大会に出場します)

▼優勝  色見小A
▼準優勝 色見小 B
▼ 3位  色見小 C

●

●   ●
木工芸の体験 コーナーなど多彩な催 しでお

なじみの高森寮の 「福祉 まつ り」が、今年

も次のとお り開催されます。

皆様お誘い合わせのうえご来場ください。

記

日 時:10月 1日 (日 )午前 9時～午後 4時
場 所 :高森寮
主 催 :高森寮、高森町社会福祉協議会
詳しくは 立正福祉会高森寮 T[L2-1780まで

(16)(5)

阿蘇清峰高等学校

創立 100周年記念式典及び蘇岳祭の ご案内

日頃、地域の皆さまには阿蘇清峰高校に対し、多大なご支

援、ご協力をいただき感謝申し上げます。

100周年記念式典関係行事が決定しましたので多数のご参

加いただきますようご案内申し上げます。

記

10月 27日 (金 )

10:00～ 11時 10分 記念式典
11135～ 12時 35分 記念講演
16:00～  祝賀会 (サンクラウン大阿蘇 )
10月 28日 (土 )

9:00～  蘇岳会開会式、ステージ発表
12:30～  演劇 (東京芸術座 :ブラボー ファーブル先生)
10月 29日 (日 )

10:00～  バザー・農産物販売・餅つき。展示
10月 30日 (月 )

11:00～ 11:30 収穫感謝祭
詳 しくは 阿蘇清峰高校 TEL0967-22-0045まで
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僕にはイラナイよ僕たち、冷蔵庫に

入れると味が落ち

てしまうよ !

ECOく :
CHECK

よかが痛お な

社
会
福
祉
協
議
会
だ
よ
り

梅
香
苑
で
ワ
ー
ク
キ
ヤ
ン
プ

高
森
東
中
の
生
徒
が
宿
泊
し
て
介
護
を
体
験

鸞

全員に「やさしさの証明」

」

職員から車イスや食事の介護の指導をうける生徒

八
月
七
日

・
八
日
の

一
泊
二
日
、
高
森
東
中
学
校
生
徒
た
ち
十
四
名
が
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「梅
香
苑
」

（田
代
廣

一
苑
長
）
で

「ワ
ー
ク
キ
ヤ
ン
プ
」
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
少
子
化

。
長
寿
化
が
急
速
に
進
み
、
二
十

一
世
紀
に
は
超
高
齢
化
社
会
の
到
米
が
予
測
さ
れ
る
な

か
、
明
日
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
社
会
福
祉

へ
の
理
解
と
関
心
を
高
め
、
社
会
福
祉
施
設
と
の
交
流

・
体

験

・
学
習
を
す
す
め
、
地
域
社
会
の
な
か
で
の
ふ
れ
あ
い
活
動
の
拠
点
と
し
よ
う
と
、
本
会
が
平
成
八
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
事
業
で
、
希
望
者
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
で
介
護
の
大
変
さ
と
大
切
さ
を
肌
で
体
験
し
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち

の‐
気
持
ち
を
理
解
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
認
識
し
た
よ
う
で
し
た
。
生
徒
の
皆
さ
ん
は
二
日
間
の
短
い
体
験
で
し

た
が
大
き
く
成
長
し
た
様
に
思
わ
れ
ま
す
。

今
年
も

「や
さ
し
さ
証
明
」
の
修
了
証
も
交
付
さ
れ
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
あ
ら
た
め
て
社
会
参
加
の
重
要
性

を
感
じ
た
よ
う
で
し
た
。

一
一
●

|||       
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容量に対して、冷凍庫50%、冷蔵庫を60～ 80%の適量に |‐

すると、1年で8KWh、 C023 kg、 約200円の節約に。  ■
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ナ||||'す|よ|,

●
俳
句
愛
好
会

「高
森
菜
‐の
花
句
会
」
ゆ
か
り
の

故
藤
崎
久
を
氏
の
句
碑
建
立

●
七
月
二
十
三
日
、
梅
香
苑
広

場
に
お
い
て
、
本
町
ゆ
か
り
の

俳
人
故
藤
崎
久
を
氏
の
句
碑
の

除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
文
化
協
会
（山
村

文
子
会
長
）
及
び
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「梅
香
苑
」
（田
代
廣

一
苑
長
）
の
協
力
を
得
て
、
俳
句

愛
好
会
「高
森
菜
の
花
句
会
」
が

発
会
四
十
五
周
年
を
記
念
し
て

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
二
月
に
亡
く
な
ら
れ
た

藤
崎
久
を

（本
名
・久
男
）
氏
は

「高
森
菜
の
花
句
会
」
の
指
導
や

「梅
香
苑
」
で
の
お
年
寄
り
へ
の

俳
句
教
室
な
ど
親
交
が
深
く
当

地
で
の
句
碑
の
建
立
と
な

っ
た

も
の
で
す
。

除
幕
式
に
は
菜
の
花
句
会
の

会
員
を
は
じ
め
、
関
係
者
約
五

十
名
が
出
席
、
藤
崎
氏
が
詠
ん

だ

「水
音
の
し
て
き
し
ほ
か
は

依
然
霧
」
の
句
碑
が
除
幕
さ
れ
、

完
成
を
祝
し
ま
し
た
。

本
町
に
は
当
句
会
を
は
じ
め
、

本
広
報
誌
の
文
芸
の
頁
で
お
な

じ
み
の
、
「野
尻
あ
け
び
句
会
」

「河
原
す
す
き
の
句
会
」
の
三
つ

の
句
会
や
肥
後
狂
句
の
「阿
蘇

御
神
火
会
」
な
ど
が
活
発
な
活

動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
地
に
も
句
碑
が
あ
り
、

高
森
峠
に
は
七
つ
の
句
碑
も
建
立

さ
れ
て
お
り
、
「野
の
花
と
風
薫
る

郷
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
ど
お

り
の
文
化
の
薫
り
高
い
高
森
町
の

あ
か
し
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

秋
は
文
化
・芸
術
の
秋
で
す
。
文

化
祭
や
音
楽
祭
、
大
阿
蘇
絵
画
展
、

工
芸
展
な
ど
文
化
行
事
が
た
く
さ

ん
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
何
か
は
じ
め
て
み

ま
せ
ん
か
？
ち
ょ
っ
と
の
ぞ
い
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

轡罐解|■「
‖ 砦圭|=“

おじいちゃん、おばあちゃん楽しそう。
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∪
ふ一ん、僕の大好

きなサツマイモも

涼しいところにお

けば、冷蔵庫に入

れなくても大丈夫

だね。
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寝たきりの場合は、食べかす、汗、ほこりなどで、シ

ーツは汚れます。大変でも、3日 に 1回はシーツを交

換したいものです。

毎日の安心 。お世話

家庭での介護

①風のない天気のいい日に窓を開けて、ほこりが外に出る

ようにする。

②お年寄りに、まず手前に向いてもらう 〈イラスト参照〉。

③介護者は、ベットから落ちないように柵をして足側から

反対側に回り、汚れたシーツを体の下に丸めて入れる

(汚れた方を内側に)〈イラスト参照〉。

④ほうきでふとんの汚れを払いながら、よく空気を入れる。

⑤新しいシーツの真ん中がふとんの真ん中にくるように、

縦二つ折りにする。シーツの向こう側になるほうは、扇

子折にして、汚れたシーツの下に入れる (イ ラスト参照〉。

手前のシーツは広げて伸ばす。

⑥新しいシーツの手前の角をきちんと折り込み、ふとんを

包む (イ ラスト参照〉。

1寝具の整え③

寝たままでもできる

シーツ交換のテクニック

⑦新しいシーツの上に、お年寄りの体の向きを変えて寝か

せる (ベットなら柵をする)〈イラスト参照〉。介護者
は足側から反対側に回る。

③汚れたシーツを取り除き、新しいシーツを伸ばす
〈イラスト参照)。

⑨シーツをよく伸ばしたら、お年寄りを仰向けにして、シ

ーツの角を折り込む 〈イラスト参照〉。

⑩枕カバーを取り替える。

①上の掛け物を掛けて、ふとん周りを掃除する。

⑫ほこりが静まったら (約 20分間)窓を閉める。

お年寄りに体を動かしてもらいたいときや自分がいった

ん離れるときなどは、必ず声を掛けるようにしましょう。

人手があるときは、左右に分かれて二人一組で行うとよい

でしょう。また、お互いに声をかけ合うことによって、ス

ムーズに交換することができます。

■資料  『家庭でできる介護の手引き』 (発行/リ バティ書房)

(14)

●●

活
発

に
　
手
話
サ
ー
ク
ル
活
動

手
話
入
門
講
座
と
高
森
寮
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

七
月

二
十

四
日
か
ら

二
十
八

日
ま

で
、
高
森
町
芙
蓉
館

で
手

話
サ
ー
ク
ル

「わ
―
く
わ
く
高
森
」

と
社
会
福
祉
協
議
会
と

の
共
催

の
手
話
入
門
講
座

が
開
催

さ
れ

ま
し
た
ｃ

講
座

に
は
小
学
生

か
ら
社
会

人
ま

で
の
十

五
名

の
方

が
参
加

さ
れ
、
講
師

の
手
話
通
訳
士
小

野
尚
寿

さ
ん

か
ら
、
ま
ず
、

ろ

う
者

の
抱
え

る
問
題
等

の
話

し

を
聞
い
た
後
、
小
野
さ
ん
か
ら

「手

の
動
き
と
と
も

に
顔

の
表
情

が

重
要
」
な
ど

の
指
導
を
受

け
な

が
ら
、
簡
単
な
あ

い
さ

つ
や
自

己
紹
介
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
者

か
ら
は

「初

め

て
の

手
話

で
す
。
参
加

し

て
よ
か

っ

た

で
す
。
」
、

「頭

で
は
分

か

っ
て

い
る
け
ど
、
手

が
な

か
な

か
動
き
ま

せ
ん
。
」
等

の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

蛛

八
月
四
日
、
立
正
福
祉
会
高
森

寮

（手
島
清
士
施
設
長
）
で
体
験

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
が
行
わ
れ
、
十
三

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
手
話
サ
ー
ク
ル

「わ

―
く
わ
く
高
森
」

（後
藤
麗
子
代

表
）
が
、
施
設
に
対
す
る
理
解
を

深
め
よ
う
と
昨
年
か
ら
実
施
し
て

い
る
も

の
で
す
。
高
森
高
校

の
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
部

の
生
徒
も
参
加
し

ま
し
た
。

参
加
し
た
会
員
や
生
徒
た
ち
は

手
島
施
設
長
か
ら
施
設
の
状
況
説

明
を
受
け
た
後
、
施
設
内

の
掃
除

な
ど
行

っ
た
り
、
寮
生
た
ち
と

一

緒

に
食
事
を
と

っ
た
り
と
の
ん
び

り
し
た

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

朧

Ⅷ

躙

皿

旧̈
一楡

＝

』・

「顔の表情も大事です」

「手がなかなか動きません」

手
話
サ
ー
ク
ル

「わ
―
く
わ
く

高
森
」
は
第

一
、
三
、
五
の
土
曜

日
に
高
森
高
校
図
書
館
で
午
後

一

時
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
気
軽
に
参
加
し
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

●●

高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
公
園
で

や
ま
め
つ
か
み
ど
り
大
会

夏
休
み
の
子
ど
も
た
ち
　
お
も
い
っ
き
り
水
遊
び

夏
体
み
も
わ
ず
か
と
な

っ
た
八

月
二
十
日
、
二
十
七
日
の
日
曜
日

午
後

一
時
か
ら
高
森
湧
水
ト
ン
ネ

ル
公
園
の
池
で
ヤ
マ
メ
の
つ
か
み

ど
り
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

夏
休
み
中
ぐ
ら
い
は
お
も
い
っ

き
り
自
然
と
触
れ
合

っ
て
も
ら
お

う
と
事
業
組
合
森
の
風

（平
田
光

春
代
表
）
と
観
光
協
会

（吉
良
禎

人
会
長
）
が
主
催
し
て
行

っ
た
も

の
。駆
け
つ
け
た
子
ど
も
や
保
護
者

た
か
ら
だ
い
っ
ぱ
い
水
を
浴
び
な

が
ら
も
池
に
放
さ
れ
た
千
匹
の
ヤ

マ
メ
と
悪
戦
苦
闘
を
演
じ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
最
高

の
夏

の
思

い
出
と
な

っ
た
こ
と
で
し
ょ

多くの子どもと保護者で賑う

つヽ

。

「つかめたよ。」と喜ぶ子どもたちもうそろそろ食えるかなつ

(7)
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栄義士の

いただ
.■・■_   .‐■|■・‐  ・‐‐・

‐‐・

きま
～
■ 県

下

一
斉
統

一
行
事
日
　
　
九
月
二
十
九
日
（金
）

「め
ざ
そ
う
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
　
着
用
日
本

一
」
　

一
斉
ア
ピ
ー
ル
日

ヽ
ま

ピ

養

に

は

も

り

　

栄

目

の

●

お
年
寄
り
と
小
学
生

の

現代っ子はこんなに偏食 !!

(どうする ?好き嫌い)

好 き嫌いをなくしてしまうのは、親の願いですね。で

無理強いすると、かえつて嫌いになるという事もあ

す。

―マンは嫌いだけどトマ トは食べる、というように、

面から見て他の食品で補える場合は、好き嫌いを大

見るのも 1つの方法です。また、子どもが嫌いなも

大人になるにつれて食べられるようになっていき、

調理方法を変えるなど試し、食べる楽しみを広げていき

ましょう。

◆こんな症状には

●肌がカサカサ、すぐに風邪をひく

(カロチン、ビタミンA・ C、タンパク質が足りないよ。)

人参、かぼちゃ、ほうれん草、いちご、魚、

肉、卵、大豆製品を食べよう。

●朝起きられない、朝ご飯も食べられない

(鉄分とカルシウムが赤信号 !)

ひじき、レバー、牛乳、チーズ、ほうれん草、

ブロッコリー、のりを食べよう。

●おなかがパンパンでゆううつ

(食物繊維をもっと食べよう)

切り干し大根、ごぼう、大豆、サツマイモ

ワカメ、バナナ、小松菜を食べよう。

「いただきます。」「おいしいです。」

(13)

γ豚しゃぶり居まドレツシング
～

□材料 (5人分 )
豚肉350g、 レタス

100g、 キュウリ 1

本、 トマ ト 1個、

ブロッコリー 150g、

A(練 りごま大さ
じ2、 濃日しょう

ゆ大さじ2強、酢
1

大さじ2強、砂糖小さじサ、だし汁50cc、 おろし
しょうが小さじ 1)

|□作り方

l①豚肉は、酒、しょうがの皮を加えた熱湯に 1枚

|ずつ入れてゆで、冷水にとり冷まします。

l②キュウリは薄切り、 |ヽ マトは2セ ンチ角切り、

|ブロッヨリーは小房に分けゆでる。レタスは食べ

|やすい大きさにちぎる。

l③器にレタスをしき、豚肉、野菜を色よく盛りつ

l ④Aの調味料を混ぜ合わせ、③にかけて出来上がり。

献立

●麦ごはん

●豚しゃぶのごまドレッシング

●かぼちゃのレモン煮

●中華スープ

一人分の栄養価

エネルギー 576キロ,里

タンパク質  27.29
1旨月方       18.69
カルシウム 168mg
塩分        3.2g

廃棄物の不法投棄禁止について

高森警察署では、6月 に管内の原野に建築廃材

等の廃棄物を不法投葉していた建築業者を検挙し

ましたが、依然として不法投葉が見られます。

廃棄物の不法投棄は、家庭から出たゴミでも、1

年以下の懲役又は、300万 円以下の罰金という
重い処罰になります。

阿蘇の自然、生活環境を汚染しないためにも、絶

対に不法投棄はしないようにしましょう |

不法投棄を発見したら、110番 もしくは高森
警察署へ通報方、お願いします。

４
１

１

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

″
―
9

行
方
不
明
者
等
を
さ
が
す

相
談
所
開
設
（九
月
中
）

家
出
人
の
中
に
は
、
殺
人
等
何
ら

か
の
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
お
そ
れ

の
あ
る
人
や
、
自
殺
や
事
故
等
で
亡

く
な
り
身
元
の
判
明
し
な
い
ま
ま
無

縁
仏
と
し
て
葬
ら
れ
て
い
る
人
も
多

数
あ
り
ま
す
。

過
去
十
五
年
間
で
身
元
の
判
明
し

て
い
な
い
死
体
は
、
全
国
で
二
三
四

〇
九
体
（男
性
二
〇
六
四
六
体
、女
性

二
七
六
三
体
）熊
本
県
六
五
体
（男
性

五
六
体
、女
性
九
体
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

受
付
相
談
の
内
容

○
家
を
出
て
長
期
間
に
な
る
が
行
方

が
わ
か
ら
な
い

○
就
職
先
や
旅
行
先
（海
外
を
含
む
）

で
音
信
が
途
絶
え
て
い
る

○
不
審
な
メ
モ
や
日
常
の
言
動
か
ら

自
殺
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

○
病
弱
、
老
齢
、
年
少
な
ど
の
た
め
死

亡
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

○
犯
罪
の
被
害
者
と
な

っ
て
い
る
お

そ
れ
が
あ
る

常
設
相
談
所
の
日
時
、場
所

■
日
時
　
九
月

一
日
～
九
月
二
十
日

■
場
所
　
熊
本
県
警
察
本
部
鑑
識
課

ＴＥＬ
０
９
６

・
３
８
１

・
０
１
１
０

及
び
高
森
警
察
署ＴＥＬ
２

・０

１
１
０

運
動
の
重
点
目
標

・高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

〓チ
ヤ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
と

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

・暴
走
行
為
の
追
放

ゆ
ず
り
あ
い
・あ
り
が
と
う

安
心
交
通
く
ま
も
と

～
め
ざ
そ
う
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
日
本

一
～

一
一

●  ●

●

9/30

シー トベル ト着用率調査を実施

7月 27日 、町ではシー トベル
ト着用率調査を実施 しました。

これは、県交通安全推進連盟の

取 り組みとして県下一斉に市町村

が取 り組み、本町では残念なが ら

助手席の着用率は非常に低い もの

でした。結果は次のとお りです。

調査結果 (着用した者の率)

■ 7月 27日 (県下23位 )
□午前9時～ 10時
○運転席  92.5%
○助手席  74.O%

七
月
二
十
四
日
、
上
町
公
民
館

で
「伝
承
料
理
教
室
」
が
開
か
れ
、

上
町
・天
神
等
の
小
学
生
十
二
名

が
、
お
年
寄
り
の
手
ほ
ど
き
を
受

け
な
が
ら
、
「冷
や
汁
」
や
「そ
ば
」

作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
毎
月

一
回
、
天
神
・

上
町
地
区
の

一
人
暮
ら
し
の
お
年

寄
り
た
ち
に
、
手
づ
く
り
弁
当
を

配

っ
て
い
る
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ

「ひ
め
ゆ
り
会
」
（阿
南

美
枝
子
代
表
）
が
企
画
し
、
お
年
寄

り
の
方
々
の
ご
協
力
で
実
施
し
た

も
の
で
す
。
　
小
学
生
た
ち
は
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
そ
ば
打
ち
の

加
勢
を
し
た
り
、
配
膳
を
し
た
り

し
ま
し
た
。
家
で
も
お
母
さ
ん
た

ち
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
子
も

い
る
よ
う
で
、
エ
プ

ロ
ン
姿
が
決

ま

っ
て
い
ま
し
た
。

準
備
が
終
わ
る
と
地
元
の
お
じ

い
ち

や
ん
た
ち
も
参
加
し
て
の
試

食
会
で
は
お
い
し
い
と
何
杯
も
お

か
わ
り
す
る
、
お
年
寄
り
も
子
ど

も
た
ち
も

い
て
、
お
腹

一
杯
と
な

り
ま
し
た
。

企
画
し
た
「ひ
め
ゆ
り
会
」
の
方
々

は
、
「子
ど
も
た
ち
や
お
年
寄
り
が

毎
年
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
て

う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
続

け
た
い
。」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

「伝
承
料
理
教
室
」

参
加
し
た
山
村
秋
沙
ち
ゃ
ん
か

ら
は
、
「冷
や
汁
は
夏
の
暑
い
と
き

に
食
べ
る
の
に
ピ

ッ
タ
リ
で
、
味

は
ご
飯
に
み
そ
汁
を
か
け
た
み
た

い
で
し
た
。
フ
ル
ー
ツ
自
玉
は
、
桃

や
か
ん
て
ん
が
入

っ
て
い
て
お
い

し
か

っ
た
で
す
。
家
で
も

い
つ
か

作

っ
て
み
た

い
で
す
。
ご
ち
そ
う

さ
ま
で
し
た
。
」
等
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

小
学
生
の
五
ヶ
瀬
川
流
域

水
質
調
査
、
源
流
調
査

八
月
七
日
、
五
ヶ
瀬
川
水
系
流

域
の
七

つ
の
市
町
か
ら
小
学
五
・

六
年
生
四
十
名
が
参
加
し
て
五
ヶ

瀬
川
の
水
生
生
物
を
調
べ
水
質
の

状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
本
町
な
ど
七
つ
の
市
町

で
作
る
五
ヶ
瀬
川
水
系
水
質
汚
濁

防
止
協
議
会
が
調
査
を
通
し
、
子

ど
も
た
ち
に
川
に
親
し
み
、
河
川

の
水
質
汚
濁
防
止
の
意
識
向
上
を

図
る
た
め
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。
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「そばはこうして作るのよ。」
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放水はじめ (放水体験 )

人形を使つて心臓マッサージ

●   ●

こ
ん
に
ち
は
、
高
森
町
母
子

保
健
推
進
員
で
す
。
パ
ー
ト
２

先
月
号
に
引
き
続
き
、
母
子
保

健
推
進
員
の
紹
介
を
し
ま
す
。

私
た
ち
の
中
に
は
子
育
て
真

っ

最
中
の
お
母
さ
ん
も

い
れ
ば
、
も

う
子
育
て
を
終
え
て
か
わ
い
い
孫

に
囲
ま
れ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
い

ま
す
。
ま
た
、
仕
事
を
し
て
い
る
推
進

員
も
い
れ
ば
専
業
主
婦
も
い
ま
す
。

活
動
す
る
中
で
、
い
ろ
ん
な
お
母

さ
ん
や
赤
ち
ゃ
ん
と
の
出
会
い
が

あ

っ
て
、
楽
し
く
も
あ
り
、
考
え
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
特
に
若
い
お
母
さ
ん
や
、
ほ

か
の
町
村
か
ら
こ
ら
れ
た
お
母
さ

ん
に
は
、
よ
き
相
談
相
手
と
な
る

友
達
が
で
き
た
ら
い
い
と
願

っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、も

っ
と
妊
娠
期
、

育
児
期
を
楽
し
く
過
ご
せ
る
の
で

は
な

い
か
と
育
児
サ
ー
ク
ル
「風

ま
る
キ
ッ
ズ
」
の
紹
介
を
し
た
り

し
ま
す
。

な
に
よ
り
も
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
み
ん
な
が
あ
い
さ
つ

を
交
わ
せ
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
町

に
な
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

夏
休
み
を
迎
え
た
七
月
三
十

一

日
「小
学
生

一
日
消
防
体
験
入
署
」

を
、南
部
分
署
で
実
施
し
ま
し
た
。

小
学
校
四
年
生
の
教
科
書
に
消

防
署
の
仕
事
が
登
場
し
ま
す
。
こ

れ
ま
で
個
々
の
小
学
校
が
南
部
分

署
を
訪
問
し
て
い
ま
し
た
が
、
短

時
間
の
た
め
消
防
署
の
仕
事
の
内

容
な
ど
、
あ
ま
り
理
解
さ
れ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
し
た
。

そ
こ
で
南
部
分
署
で
は
平
成
九

年
か
ら
小
学
四
年
生
を
対
象
と
し

た
「消
防
体
験
入
署
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
分
署
管
内
の
十

四
の
小
学
校
か
ら
百
二
名
の
児
童

た
ち
が
期
待
と
不
安
を
胸
に
、
参

加
し
ま
し
た
。

開
会
式
後
、
各
班
に
分
か
れ
て

消
防
署
員
か
ら
消
防
の
仕
組
み
な

ど
を
勉
強
し
た
後
、
「は
し
ご
車
乗

車
体
験
」
、
「放
水
体
験
」
、
「
ロ
ー
プ

ブ
リ
ッ
ジ
体
験
」
、
「煙
内
体
験
」
、

「救
急
車
内
見
学
」
を
行
い
ま
し
た
。

途
中
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
で
会

場
を
自
水
体
育
館
に
移
し
、
「応
急

手
当
訓
練
」
や
毛
布
を
使

っ
て
の

「患
者
搬
送
訓
練
リ
レ
ー
」
な
ど
を

体
験
し
ま
し
た
。

ま
た
、
他
校
の
児
童
や
消
防
署

の
お
じ
さ
ん
た
ち
と
仲
良
く
ゲ
ー

ム
を
楽
し
み
、
記
念
の
修
了
証
が

渡
さ
れ
、
夏
休
み
の
楽
し
い
思
い

出
の

一
日
と
な

っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

一婦
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毛布を使つて患者搬送リレー

阿蘇広域行政事務組合消防本部 南警,言 雫話2_9034

消防体験入署

小学4年生
消防士にチャレンジ

《
迷
信
や
世
間
体
に
と
ら
わ
れ
ず
、

自
分
自
身
で
考
え
、判
断
し
ま
し
よ
う
。》

人
権
啓
発
シ
リ
ー
ズ
Ｎｏｉ‘

も

の
ご
と
を
決
め
た
り
、
判
断

す
る
と
き

「科
学
的

に
は
何

の
根

拠
も
な

い
、
お
か
し

い
」
と
考
え

て
も

「ま
わ
り
の
人
は
ど
う
思
う

だ
ろ
う
か
。
世
間
を
無
視
す
る
訳

に
も

い
か
な

い
」

「世
間
の
常
識

に
従

っ
た
方
が
よ

い
だ
ろ
う
」
と

い
わ
ゆ
る
世
間
体

に
と
ら
わ
れ
て

物
事
を
決
め
よ
う
と
し
た
り
、
そ

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み
は
…

高
森
町
役
場

農
林
振
興
課

う
し
た
考
え
を
他
人
に
押
し
つ
け
た
り
す
る
傾
向
が
、
私
た
ち
に

は
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

た
と
え
ば
、
迷
信
と
言
わ
れ
る
六
曜
に
基
づ
い
て
、

「仏
滅
の

日
に
結
婚
式
を
あ
げ
る
の
は
縁
起
が
悪

い
」
と
言
う
人
が
い
ま
す
。

な
ぜ
、
縁
起
が
悪
い
の
か
、
理
由
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
で
も
、

ま
わ
り
も
そ
う
し
て
い
る
か
ら
世
間
を
無
視
す
る
訳
に
も

い
か
な

い
と
い
っ
た
こ
と
で
す
。

世
間
体
に
と
ら
わ
れ
な

い
た
め
に
は
、
広

い
視
野
を
も
ち
、
他

人
に
よ
り
か
か

っ
た
も
の
の
見
方
を
せ
ず
に
、
自
分
自
身
で
考
え

判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

高
森
町
役
場
　
住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

　

（内
線
１
３
２
）

大
自
然
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か

野
の
花
と
風
薫
る
郷
高
森
で
、
農
業

・農
村
体
験
交
流
ツ

ア
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。
二
泊
三
日
の
体
験
。
あ
な
た
も
参
加

し
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
！

☆
参
加
資
格
　
２０
歳
か
ら
４０
歳
ま
で
の
独
身
女
性

☆
参

加

料
　
一
万
円
　
　
☆
募
集
人
員
　
３０
名

☆
募
集
期
間
　
締
め
切
り
　
九
月
十
四
日
（本
）

27白 3日

民」・■1ゴ諄_I翼」グプー ●  ●

独身女性参加者募集中

★́其月  日 9月 22日 (金 )～ 24日 (日 )
☆集合場所 熊本駅又は高森町役場
★`宿泊場所 奥阿蘇キヤンプ場の素敵なロッジ
:★体験内容 農業体験、アウトドアパーティー、ヤマメ釣り、

を見学

温泉、リンゴ ブヽドウ狩り等々

官製はがきに住所、氏名、年齢、職業、

電話番号を明記して事務局へ提出

(電話でも可)

TEL〒 |

081
961
6 9.7 ・ .
■   ■

0(:)|
201
1 つ
l  l二 1=

1寒
:  腫ヨ
■ 'Tヽ:阿
⌒ 蘇

．

　

一

一

一
一

●

　

．

‐

―

澱
燻 li

☆応募方法

郡
高
森
町
大
字
高
森
２

‐１
６
８

内
線
１
５
７
）
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掲載 は順不同。

①趣昧

②家族構成

③担当地区

①バドミントン・朝の散歩
②夫・子ども2人
③下町

河内富代美 (下町 )

今村寿美子 (昭和 )

①ウォーキング・読書
②夫、義祖父母、義父母、
子ども4人 ③昭和

後藤千代美 (旭通 )

①ガーデニング
②夫、義母、子ども3人

③旭通

①カラオケ、グランドゴルフ
②夫、義母

③野尻

草村史子 (野尻 )佐藤チl豊子 (草部 )

①生け花、料理
②夫、義母
③草部

0なたへ①
餞
吻
■

::・
■
・
.

コヽ
訓
Ｆ

・●
鰺
曇
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笏

|

八 |ず

Ｊ
認
・

Ｌ
■
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児童手当が義務教育就学前まで支給されます

現在、3歳未満のお子さんを養育している方に支給されています児童手当は、

制度が改正され、平成 12年 6月 1日 から次のようになりました。

○児童手当の支給を受けるには ?
*児童手当は、養育者から申請がないと支給されません。役場保健福祉課 (公務員の方は勤務先)へ申請書を提出

してください。

*申請書の他に「年金加入証明書」「所得証明書」など、必要に応じて添付書類を提出することがあります。

●   *所 得が一定以上の方には、児童手当は支給されません。所得制限についてはお問い合わせ ください。

○いつごろ手続きすればいいの ?

《新規に請求する方》

平成 12年 9月 30日 までに申請された場合、平成 12年 6月 までを上限としてさかのぼつて支給されます。(9月

以前に支給要件に該当した月分に限ります。)

(注意)ただし、9月 に申請した場合、事務処理上10月 の支払口に間に合わない場合がありますので早めに提出してください。また、9月

30日 は土曜日のため窓回はお休みです。

《児童手当を受けている方》

「現況届」を平成 12年 6月 30日 までに提出するようになっています。お済みですか ?義務教育就学前のお子さ

んもいる場合は「額改定請求書」も併せて提出するようになっています。

(注意)平成 12年 10月 1日以降の申請については、申請月の翌月分から支給とな ります。

※詳しくは、保健福祉課福祉係 TEL2-1111(内 線 127)までお尋ねください。

(魚がすめる水の目安:5 mg/0)

浄化槽設置のみなさまへ 新しい 11条検査がスタート

●      BOD検 査は浄化槽の健康診断です !!

平成 8年 4月 から「浄化槽法第 11条」の検査項 日等が一部改
正され、従来の検査にBOD検 査項 目が追加され ました。熊本県
では平成 13年 4月 より、熊本県独自の検査方式である「熊本方式」
で検査が行われることになりますのでご理解とご協力をお願い

します。

浄化槽が正常に働いているかどうかの判断は、浄化槽から公共

水域へ放流される水のBOD検 査 (生物化学的酸素要求量)で知
ることができます。そのBOD数 値は20mg/1′/日 と決められ
てお り、それをクリアーしているかどうかによつて使用状況、保

守点検、清掃等、浄化槽の処理水質に係る事柄が適切かどうか判

断するわけです。

河川などには、汚れた水を流してもされいな水に戻そうとする

力があります。しかし、その力も限界があります。毎日、台所の流

しから捨てられるみそ汁などがどれ くらい汚れているかを、汚れ

の数値 BODで 表すと右図のようになり、魚が棲める水に戻すた
めには大変な量の水でうすめなければならないことがわかります。

■お問い合わせは 熊本県浄化槽協会 TEL096-370-3355
(注50人槽以下は、5年に4回のBOD検査料金を合みます。)

(10)

税
の
広
報

象
と
な
る
親
族
が
、
七
十
歳
以
上

の
場
合
は
、
通
常
よ
り
多

い
次
の

控
除
額
が
所
得
金
額
か
ら
差
し
引

か
れ
ま
す
。

①
配
偶
者
控
除
　
四
十
八
万
円

②
扶
養
控
除
　
　
四
十
八
万
円

な
お
、
扶
養
控
除
の
対
象
と
な

る
親
族
が
納
税
者
や
そ
の
配
偶
者

の
父
母
や
、
祖
父
母

（老
親
等
）
で

同
居
を
常
況
と
し
て
い
る
と
き
は
、

控
除
額
が
五
十
八
万
円
と
更
に
多

く
な
り
ま
す
。

特
別
障
害
者
が
納
税
者
や
配
偶

者
、
納
税
者
と
生
計
を

一
に
す
る

親
族
の
い
ず
れ
か
と
の
同
居
を
常

況
と
し
て
い
る
と
き
は
、
配
偶
者

控
除
又
は
扶
養
控
除
と
し
て
通
常

の
控
除
額
に
三
十
五
万
円
を
加
算

し
た
金
額
が
所
得
金
額
か
ら
差
し

引
か
れ
ま
す
。

災
害
に
あ

っ
た
と
き
の
税

国
民
年
金
だ
よ
り

お
年
寄
り
や
障
害
者
と
税

国
は
、
お
年
寄
り
や
障
害
の
あ

る
方
に
対
し
て
、
財
政
支
出
の
面

で
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
る

一
方
、

所
得
税
の
面
で
も
次
の
と
お
り
、

い
ろ
い
ろ
な
特
例
を
設
け
て
い
ま

す
。

［お
年
寄
り
が
受
け
ら
れ
る
特
例
］

①
老
年
者
控
除

年
齢
が
六
十
五
歳
以
上
で
、
か

つ
、
所
得
金
額
が

一
千
万
以
下
の

お
年
寄
り
の
場
合
は
、
老
年
者
控

除
と
し
て
、
五
十
万
円
が
所
得
金

額
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

②
公
的
年
金
等
控
除
額

年
齢
が
六
十
五
歳
以
上
の
方
は
、

公
的
年
金
や
恩
給
の
収
入
金
額
か

ら
差
し
引
か
れ
る
公
的
年
金
控
除

額
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

③
マ
ル
優
な
ど
利
子
の
非
課
税

年
齢
が
六
十
五
歳
以
上
の
方
は
、

マ
ル
優
、特
別
マ
ル
優
、
郵
便
貯
金

の
利
子
に
つ
い
て
の
非
課
税
制
度

を
利
用
で
き
ま
す
。

［お
年
寄
り
を
扶
養
し
て
い
る
方

が
受
け
ら
れ
る
特
例
］

配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
の
対

［障
害
者
本
人
が
受
け
ら
れ
る
特

例
］

①
障
害
者
控
除

納
税
者
本
人
が
、
障
害
者
で
あ

る
と
き
は
、
障
害
者
控
除
と
し
て

二
十
七
万
円

（特
別
障
害
者
の
と

き
は
四
十
万
円
）
が
所
得
金
額
か

ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

②
マ
ル
優
な
ど
利
子
の
非
課
税

お
年
寄
り
と
同
じ
よ
う
に
、
利

子
の
非
課
税
制
度
を
利
用
で
き
ま

す
。

［障
害
者
を
扶
養
し
て
い
る
人
が

受
け
ら
れ
る
特
例
］

①
障
害
者
控
除

障
害
者
控
除
と
し
て

一
人
当
た

り
二
十
七
万
円
、
（特
別
障
害
者
の

と
き
は

一
人
当
た
り
四
十
万
円
）

が
所
得
金
額
か
ら
差
し
引
か
れ
ま

す
。
②
特
別
障
害
者
と
同
居
し
て
い
る
場

合
の
配
偶
者
控
除
及
び
扶
養
控
除

地
震
、
火
災
、
風
水
害
な
ど
の
災

害
に
よ
り
住
宅
や
家
財
な
ど
に
損

害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
に
は
、
納

期
を
延
ば
し
た
り
、
税
金
を
軽
減

し
た
り
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
の
復
旧
資
金
の
融

資
を
受
け
る
た
め
の
納
税
証
明
書

は
無
料
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

遠
慮
な
く
最
寄
り
の
税
務
署
や

税
務
相
談
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

税
に
関
す
る
お
尋
ね
は

阿
蘇
税
務
署

ＴＥＬ
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１

九
月
は
国
民
健
康
保
険
税
（五
期
Ｙ
町
県
民
税
（
二
期
）
の
納
期
で
す
　
　
納
期
限
（十
月
二
日
）ま
で
に
は
納
め
ま
し
よ
う

●

◆
誕
生
月
に
は
「年
金
受
給
者
現
況
届
」
を
忘
れ
ず
に
―

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
保
険
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、
毎
年

一
回
、
誕

生
月
の
初
め
に
社
会
保
険
庁
か
ら
『年
金
受
給
者
現
況
届
』
が
送
ら
れ
て

き
ま
す
。
こ
れ
は
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
引
き
続
き
年
金
を
受
け
る
権

利
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
大
切
な
届
け
で
す
。

こ
の
「現
況
届
」
を
受
け
取
ら
れ
ま
し
た
ら
、
内
容
を
点
検
し
、
住
所
氏

名
を
記
入
し
て
、
誕
生
月
の
月
末
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
、
年
金
の
支
払
い
が

一
時
差
し
止
め
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
学
生
納
付
特
例
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

平
成
十
二
年
四
月
か
ら
、
学
生
の
保
険
料
納
付
特
例
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

学
生
本
人
の
所
得
が

一
定
以
下
の
場
合
、
届
け
出

（申
請
）
を
し
て
、
承

認
を
受
け
れ
ば
、
在
学
期
間
中
の
保
険
料
が
後
払
い
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

対
象
者
は
？

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
等
学
校
の
生
徒
、
大
学
の
学
生
そ
の
他
の

生
徒
ま
た
は
学
生
で
あ

っ
て
、
学
生
本
人
の
前
年
度
の
所
得
が
六
十
八
万

円
以
下
で
あ
る
と
き
。
（扶
養
親
族
等
が
あ
れ
ば
、
そ
の
有
無
及
び
人
数
に

応
じ
て
加
算
さ
れ
ま
す
。
）

届
け
出
を
し
て
承
認
さ
れ
た
ら
？

学
生
納
付
特
例
期
間
中
は
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

※
こ
の
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、特
例
期
間
か
ら
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
の
追
納
が
で
き
ま

す
。詳
し
く
は
、住
民
生
活
課
国
民
年
金
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ＴＥＬ
２
・１
１
１
１
（内
線
１
３
２
）

●

《浄化槽法定検査手数料》～平成13年より実施 (単に 円)

(11)

= 改 正 前 改 正 後
支給対象年齢 3歳未満 義務教育就学前

(6歳到達後の最初の年度末 )

※平成 6年4月 2日 以後に生まれた児童

手当月額 第 1子。2子

第3子以降

5,000「 [1

10,000円

第 1子 。2子

第3子以降

5,000円

10,0001「 |

支払時期 2月・6月・10月 2月・6月・10月

一
一

)5れのもとを捨てたら 汚れの数値
(BOD)

魚がすめるきれいな水にする
ためには100パケツで

みそ汁1杯分
(200ml) 〇 35,000mg/o 140杯分

牛乳1本
(200ml)

78,000mg/2

しよう油
スプーン1杯
(10ml)

′〔Qレ
@F=~

1 501000mg′ o

天ぶら油
なべ半分
(500rnl)

1,000,000mg/o 100001[弄
7]

区分
5～ 10 ll～20 21^50 51～ 100

浄化槽法

第11条関係

単独処理

浄化槽

改正前 1,800 2400 3.000 9,000

改正後 3,200 3.800 4400 9,000

合併処理

浄化槽

改正前 2,400 3.500 5,000 〕l,000

改正後 3,800 4,900 6.400 ll,000

κ゙ヽ
1 1

t[」

―312杯分`正三11
r≡≡覇

30杯分t二|


